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1 ．は じめ に

　 日本 の 歴 史的観光都市には 、 町家等の 歴史的建造

物を利 用 した店舗 が多数存在 して い る。店舗 フ ァ サ

ー
ドには さま ざまな色彩 の 暖簾や ロ ール ス ク リ

ーン

等 の 窓装備が使用 され て お り、 それ らは店舗の 外観

の 印象 に影響 を与え る要 因 で ある と考 え られ る。そ

こ で 本 研 究 で は窓装備 の 色彩 に着 目 し、窓装備 の 色

彩 が町家利 用店舗 の 外観評価 及び 印象 に与え る影響

を明 らか にす る こ とを 目的と し、歴 史的観光都市 の

一
つ で ある京 都を対 象 と し て 、町家模型 を用 い た主

観評価実験を行 っ た。

2 ．実験概要

　間 口 5400  の 町家利用店舗 を想定 し、店舗 と街路

空 間か らなる レ6 縮尺模型 を用 い た 。模型寸法は街

路部分が幅 640mm、店舗の 間 凵 900mm で あ り、店舗

内部は幅 780m皿、奥行 き 900  、高さ 400mm で ある 。

図 1 に模型平面図及び 断面図を示す。街路部分には、

昼 間 の光環境 を想 定 し、天 空用光源 と し て 5000K の

蛍 光灯 （Panasonic3 波長形 昼 自色 　FRL20S・EX−N／M）
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図 1 模 型 平面図及び断面図

を 10 灯設置 し、被験者顔 面鉛直面照度が 50001x と

なるよう設定 した。室内照明器具 として 、ダウン ラ

イ トには 3000K の 蛍光灯 （Panasonic　3波長 形電 球色

FRL20S ・EX−LIM）⊥0 灯を使用 し、ペ ン ダ ン トライ ト

に は直径 3  、3000K の LED ラ ン プ （SDPL31GGOCO ／星

和電機株式会社）を 16 球ず つ ま とめたも の を 1 灯 と

し、6 灯設置 した。店舗内部光環 境につ い ては、既

往研究結果
1〕
を参考に 、机上水平面照度を 2001x に

設定 し た。また、格子 条件 に っ い て は 、町家カ フ ェ

の 外観 と して好ま しい とされる
z）3）

開口率 30％に設

定 した 。 窓装備 の 条件 と して 暖簾の 色 を表 1 に示す

9 条件 （白 ・べ 一
ジ ュ

・赤 ・茶 ・紺 ・灰 ・緑 ・黒 ・紫〉、

暖簾 の 種類 を 2 条件 （標準暖簾 、 水 引暖簾〉、ロ
ー

ル

ス ク リ
ー

ン の 色 を表 2 に示す 3 条件 （白、べ 一
ジ ュ 、

茶 ）、
ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ン に つ い て 2 条件 （ロ ール ス ク

リ
ー

ン 有、 ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ン 無）と し 、 計 45 条件を

設定 した。図 2 に実験条件写真 の
一部を例示す る 。

店舗外壁 面 か ら 4m 離れ た街路上 の 地 点か ら店舗外

観 を観察す る状 況 を想定 し、
「店舗 へ の 入 りや す さ」

「落ち着 きやす さ」 「地域 ら しさ」 と、こ れ らを踏ま

え た総合評価 と し て 「フ ァ サ
ー

ドの 好 ま し さ」 をそ

れぞれ 6 段階の 言語評価尺度で評価 させ 、さらに印

象評価で は 20 形容詞対、7 段階尺度を用 い た SD 法

で 評価 させ た。被験者は 20 代 の 同志社女子 大学生

24 名 と し た 。

表 1 暖簾 の布の 色 と種類

色 マ ン セ ル値 布の 種類

白 N9．0 シ
ー

チング

べ 一ジュ 2．5YR9．0／1，G エ イティス ケア

赤 7．5R3、0／100 シ
ー

チング

紺 7．5PB3 ．0／6、0 ブロ
ー
ド

灰 N3．5 ブロ
ー
ド

緑 2．5GY30 ／3．0 ブロ
ー

ド

茶 5YR3．0／4，0 シ
ー

チング

黒 N1．0 シ
ー

チング

紫 10PB3．0／6．0 エ イティスケア

表 2 　ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ンの 布

　　 　 の 色と種類

色 マ ンセル 値 布の 種 類

白 N9、o シ
ー

チン グ

ベ
ー
ジュ25YR9 ．0〆1．0 エ イティス ケァ

茶 5YR3．0／4．0 シーチング

　 標準暖簾緑 ・
ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ン 白

　 　 水 引暖簾 ベージュ

図 2　実験条件 の一例
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図 3　標準暖簾で の 窓装備の 色条件

と フ ァ サ
ー

ドの 好 ま し さと の 関 係
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　　 　　 　　　 　 図 4　因 子 得点分布図

3 ．実験 結果及 び考察

3 ． 1好ま しさ評価の 実験結果

　図 3 に 、 標準暖簾 の 場 合 の 暖簾 の 色条件 とフ ァ サ

ー
ドの 好ま しさに対す る結果 との 関係 を、被験者 24

名の 結果の 平均値で 示す 。
ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ン が 無 い

時 、 フ ァ サ
ー

ドの 好ま しさで は 「あま り好ま しくな

い 」
〜 「好ま しい 」 の 評価 が得 られた 。 また、緑

・

ベ ージ ュ
・茶 ・紺 の 暖簾iの 評価はやや好ま しい 以上

の 評価 で あ っ た 。
ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ン が べ 一ジ ュ
・茶

の 時 「あま り好 ま し くない 」
〜 「好ま しい 」 の 評価

が得られ 、 緑の 暖簾で はやや好 ま し い 以 上 の 評価が

得 られ た 。 また 、ロ
ー

ル ス ク リ
ー

ン が 白色の 時 「好

ま しくない 」
〜 「やや好ま しい 」 の 評価が得 られ、

そ の 中で も暖簾 が 黒色 の 条件 で は 最も低 い 評価が 得

られた 。
こ れは 、こ の 2 色の 組み合わせ が経験的に

悪印象を与えた 可能性が ある と考え られる。

3 ． 2 印 象評価の 実験結果

　店舗 外観 の 印象に対する評価因子 を明 らか にする

ため、印象評価実験で 得 られた結果を用い て 、因子

分析 （主 因子法 、バ リマ ッ ク ス 回転）を行 っ た 。表 3

に因子負荷表を示す。第一因子 とし て 「顕在性因子」、

第二 因子 とし て 「親和性因子」、第三 因子 と して 「品

性 因子 」 が 抽出 され た 。因子 分析か ら得 られた各 因

子 の 因子得点分布図を図 4 に示す。 ロ
ー

ル ス ク リ
ー

表 3 因子負荷表
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　 い 一一　
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寄 与 率（％ 冫 392434 ．8914308842
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ン の 有無条件別 に 比 較する と、い ずれ の 暖簾 の 色条

件にお い て も、 ロ
ー

ル ス ク リー
ン が無 い 条件 で親和

性 因子 が 高 い こ とが 読み 取れ る 。 ま た 、U 一
ル ス ク

リ
ー

ン が無 い 条件で、緑 ・べ 一ジ ュ
・茶 の 暖簾は顕

在性因子 が低 く、親和性因子 が高 い こ とが共通 し、

赤 の 暖簾は顕 在性 因子 ・親和性 因子 共 に高 く、黒 の

暖簾は親和性 因子 が低 い 結果 となっ た。これ らの事

か ら、店舗外観 の 印象が暖簾 の 色に影響 され て い る

こ とが 示 され た。

4 ，おわ りに

　本研究で は 、窓装備 の 色彩が町家利用店舗の 外観

評価及 び印象に 与 え る影響を明 らか に す る こ とを 目

的 と した主観評価実験 を行 っ た 。 そ の 結果 、暖簾 の

種類に よる評価 の差異は見 られな か っ た が、緑 ・ベ

ージ ュ
・茶 の 暖簾 は 、京都 ら し さ ・好 ま し さの 評価

がやや 高 く、平凡 な ・地味 な ・親 しみ やす い ・や わ

らか い 印象を与 える こ とが示 され た。ま た赤 の 暖簾

は、好 ま しさ評 価が やや低 く、個性的な ・派手 な ・

親 しみ やす い ・やわ らか い 印 象を与 え、黒 の 暖簾は

親 しみ 難い
・
硬 い

・冷た い 印象を与え る こ とが 明ら

か とな っ た。
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